
年齢(平成27年3月31日現在)

60 65 70(歳)40 45 50 5520 25 30 35

［2面］手当・医療費助成など子育て家庭を支援 ［3面］マイ保育園登録制度のご利用を

［4面］産業交流展小間料を全額補助 ［7面］障害者支援相談員(非常勤)募集

今号の
主な内容

NO.1807

5 1

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
相
談
窓
口
を
開
設
︵
詳
細
�
面
)

平成24年度がん検診受診結果

6.4%1071,664前立腺がん

6526,950胃がん

要精検
者数※

受診者
数(人)

検診名

9.4%

要精検
者率

8.4%3,57042,568大腸がん

1.2%24519,904子宮頸がん

10.7%1,28911,999乳がん

※「精密検査が必要」とされた方の人数
(平成25年版保健衛生事業概要より)

2.5%1405,575肺がん

頸部細胞診・内診
600円
※2

子宮頸がん(20歳以上で偶数
年齢の女性)※2

21

※1 胃がん・肺がん検診は、申込制で行いますので｢受診券シール｣はお手元には届きません。ほかの健(検)診は、対象となる方に｢受診券シール｣を送付します。
※2 ○数字の年齢の方は、国の「がん検診推進事業」の対象となる方です。対象者には、クーポン券が送付され、無料で受診できます。また、子宮頸がん・乳がん検診は、○

数字年齢の方以外でも、過去にクーポン券を送られた方で、平成24年度まで未受診の方に対しては、再度クーポン券が送付されます。

あなたが受けられる健(検)診

41 46 51 56 61

無料

健康診査(40歳以上で、江東区国
民健康保険または後期高齢者医
療制度に加入している、もしく
は生活保護を受給している方)

費用健(検)診の種類(対象)

口腔内診査無料
おとなの歯科検診(20・25・30・35・
40・45・50・55・60・65・70歳の方)

問診、血圧、胸部
X線、血液検査、
尿検査、心電図ほ
か

健診項目
検査方法

41

通知

通知

通知

受診
案内
※1

便潜血検査
500円
※2

大腸がん(40歳以上の方)

通知

通知

通知

通知

申込

申込

胸部X線直接撮影800円肺がん(40歳以上の方)

PSA検査(前立腺
特異抗原の血中濃
度検査)

500円
前立腺がん(55・60・65歳の
男性)

胃部X線間接撮影500円胃がん(35歳以上の方)

が
ん
検
診

視力・眼圧・眼底
検査ほか

500円眼科検診(50・55・60歳の方)

視触診・マンモグ
ラフィー

1,000円
※2

乳がん(40歳以上で偶数年齢
の女性)※2

病
気
が
発
見
さ
れ
れ
ば
︑
治
療
期
間

が
短
く
︑
慢
性
化
や
後
遺
症
に
よ
る

機
能
障
害
な
ど
を
回
避
・
軽
減
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
そ

の
後
の
再
発
の
不
安
や
治
療
に
か
か

る
体
力
的
・
経
済
的
負
担
な
ど
︑
さ

ま
ざ
ま
な
面
に
影
響
し
ま
す
︒

が
ん
検
診
は
�
割
の
自
己
負
担
に

区
で
は
平
成

年
度
か
ら
︑
す
べ

25

て
の
が
ん
検
診
事
業
に
利
用
者
一
部

負
担
金
を
導
入
し
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑

受
益
者
負
担
の
適
正
化
お
よ
び
今
後

の
事
業
展
開
を
見
据
え
︑
区
民
の
皆

さ
ん
に
検
診
費
用
の
一
部
の
負
担
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
︒

一
部
負
担
金
額
は
︑
受
診
率
の
低

下
を
招
か
ず
︑
か
つ
区
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
額
と
す
る

た
め
︑
検
診
費
用
の
�
割
相
当
︵
�

�
�
円
～
�
︑
�
�
�
円
︶
と
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
減
免
な
ど
の
低
所

得
者
対
策
を
図
っ
て
い
ま
す
︒

﹇
自
己
負
担
金
額
﹈
下
表
の
と
お
り

﹇
自
己
負
担
金
額
の
免
除
対
象
者
﹈

○
平
成

年
度
住
民
税
非
課
税
者

25

︵
平
成

年
所
得
︶

24

○
生
活
保
護
受
給
中
の
方

○
転
入
者
等

健
診
受
診
者
で
生
活
習
慣
改
善

が
必
要
な
方
に
特
定
保
健
指
導

江
東
区
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

歳
以
下
の
方
で
︑
健
康
診
査
の
結

74果
︑
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
が
高

い
方
に
は
次
の
支
援
︵
特
定
保
健
指

導
︶
が
行
わ
れ
ま
す
︒

﹇
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
出

現
し
始
め
た
方
﹈
動
機
付
け
支
援
・

生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
個
別
の

目
標
を
設
定
し
︑
自
分
で
生
活
習
慣

を
改
善
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
︒

﹇
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

く
な
っ
て
き
た
方
﹈
積
極
的
支
援
・

生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
個
別
の

目
標
を
設
定
し
︑
�
か
月
程
度
の
期

間
︑
生
活
習
慣
を
改
善
で
き
る
よ
う

継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
︒

▢問
﹇
健
康
診
査
・
お
と
な
の
歯
科

検
診
・
眼
科
検
診
・
が
ん
検
診
に
関

す
る
こ
と
﹈

健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係

☎
(
	
�


�
)



�
�

﹇
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
こ
と
﹈

医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

☎
(
	
�


�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
各
種
疾
病
の
早
期
発
見

や
自
己
の
健
康
状
態
把
握
の
た
め
︑

健
康
診
査
・
各
種
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
平
成

年
度
に

歳
以
上

24

40

の
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
等
を
対
象
に
実
施
し
た
健
康
診

査
で
は
︑
受
診
し
た
方
の
う
ち
半
数

以
上
に
﹁
医
療
機
関
で
の
治
療
が
必

要
﹂
と
の
結
果
が
︑
ま
た
︑
乳
が
ん

検
診
で
は
︑

・
�
％
の
人
が
﹁
精

10

密
検
査
が
必
要
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

自
覚
症
状
が
出
る
前
な
ど
早
期
に

﹁
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
﹂
﹁
心
配
な
時
は
い
つ
で

も
医
療
機
関
に
受
診
で
き
る
か
ら
﹂
と
健
︵
検
︶
診

を
受
け
ず
に
い
る
と
︑
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒
仮
に
病
気
が
見
つ
か
っ
て
も

早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
比
較
的
簡
単
に
治
療
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒
自
分
の
た
め
︑
家
族
の
た
め

に
︑
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

自分のため、家族のため、自分のため、家族のため、
定期的な受診が大切です定期的な受診が大切です健康診査・おとなの歯科検診・眼科検診・

各種がん検診(胃がん・肺がんを除く)

健(検)診対象者には、該当の健(検)診名を印字した

｢受診券シール｣を郵送します。｢受診券シール｣が届い

たら、同封の各種健(検)診の案内をご覧のうえ、健(検)

診期間内に各医療機関で受診してください。

また、健康診査に該当する方には、｢受診券シール｣

のほかに｢健康診査質問票｣も同封しています。受診の

前に記入し、受診の際に医療機関に提出してください。

健(検)診の日程等は以下のとおりです。

▢時 6／21(土)〜平成27年2／20(金)※一部の医療機関は
期間が異なります▢人 ▢費 下表のとおり
［案内の送付］対象となる方に｢受診券シール｣をグリー

ンの窓あき封筒で6／20(金)までに送付します※おとな

の歯科検診はうぐいす色の封筒で別送となります。申

込期間・方法等を確認のうえ、受診してください。

胃・肺がん検診

検診機関で行う検査(電話申込)と検診車で行う検査

(郵送申込)の二つの受診方法があります。職域等で検

診機会のない江東区国民健康保険加入者で40〜60歳の

方には健康診査の通知に胃がん・肺がん検診の申込は

がきを同封しています。申込方法の詳細は、後日区報

5／21号で改めてお知らせします。

5／24(土)証明書自動
交付機を休止(詳細6面)



2平成26年(2014年)�月�日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

本人限度額扶養親族等の数

児童手当所得限度額表

2人

736万円3人

774万円4人

※5月分までは平成24年中、6月分
からは平成25年中の所得で判定
※扶養親族が5人以上の場合は1人
につき38万円を加算
※生計中心者の所得で判定(夫婦
の所得の合算ではありません)

622万円0人

660万円1人

698万円

�
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
︑
所
得
の
低
い
方
や
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
︑

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
︒

区
で
は
現
在
︑
�
月
中
旬
に
対
象

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
へ
申
請
書

を
送
付
し
︑
受
付
を
開
始
す
る
予
定

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
︒
詳
細
は

区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
︒

臨
時
福
祉
給
付
金

▢人
平
成

年
度
の
都
民
税
・
区
民

26

税
︵
均
等
割
︶
が
課
税
さ
れ
な
い
方

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
課

税
さ
れ
る
場
合
︑
生
活
保
護
制
度
の

被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど

は
対
象
外

﹇
給
付
額
﹈

支
給
対
象
者
�
人
に
つ
き
�
�
︑

�
�
�
円
︵
�
回
限
り
の
支
給
︶
※

左
記
に
該
当
す
る
方
は
︑
�
︑
�
�

�
円
を
加
算

○
老
齢
基
礎
年
金
︑
障
害
基
礎
年
金
︑

遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
者

○
児
童
扶
養
手
当
︑
特
別
障
害
者
手

当
等
の
受
給
者

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▢人
基
準
日
︵
平
成

年
�
月
�
日
︶

26

に
お
い
て
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方

○
平
成

年
�
月
分
の
児
童
手
当
・

26

特
例
給
付
︵
※
︶
を
受
給
し
て
い

る
こ
と

※
受
給
者
の
所
得
が
︑
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
に
︑

児
童
�
人
当
た
り
月
額
�
︑
�
�
�

円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
︒

○
平
成

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

25

所
得
制
限
限
度
額
未
満
で
あ
る
こ

と

﹇
対
象
児
童
﹈

平
成

年
�
月
分
の
児
童
手
当
・

26

特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童
※
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な
る
児
童

お
よ
び
生
活
保
護
の
受
給
者
と
な
っ

て
い
る
児
童
を
除
く

﹇
給
付
額
﹈

対
象
児
童
�
人
に
つ
き
�
�
︑
�

�
�
円
︵
�
回
限
り
の
支
給
︶

﹇
そ
の
他
﹈

公
務
員
で
︑
勤
務
先
か
ら
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
︑
勤

務
先
か
ら
申
請
書
や
児
童
手
当
受
給

証
明
書
を
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
︑
申

請
開
始
時
期
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
︒

平
成

年
�
月
�
日
現
在
の
住

26

民
登
録
地
で
申
請

い
ず
れ
の
申
請
も
平
成

年
�
月

26

�
日
︵
基
準
日
︶
時
点
で
︑
江
東
区

に
住
民
登
録
の
な
い
方
は
︑
原
則
︑

江
東
区
で
は
給
付
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
︵
基
準
日
の
時
点
で
住
民
登
録

の
あ
っ
た
区
市
町
村
で
の
申
請
と
な

り
ま
す
︶
の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
詐
欺
に
注
意
を

現
時
点
で
︑
区
が
区
民
の
皆
さ
ん

の
世
帯
構
成
や
︑
銀
行
の
口
座
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
区
や
厚
生

区
で
は
︑
子
育
て
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
︑
児
童
手
当
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
手
当
の
ほ
か
︑
子
ど
も
医
療

費
助
成
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

児
童
手
当
と
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
申
請
は
︑
区
の
窓
口
の
ほ
か
︑
郵

送
で
も
受
付
が
で
き
ま
す
︵
申
請
書

は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
︶
︒
そ
の
他
の
手
当

等
は
︑
区
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
︒

な
お
︑
各
種
手
当
お
よ
び
︑
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
︒

各
手
当
は
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら

の
支
給
と
な
り
ま
す
︒
詳
細
は
︑
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
︑

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
子
育
て
支
援
課
給
付
係

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

労
働
省
な
ど
が
︑
給
付
金
支
給
の
た

め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
預
払
機
︶
の
操
作
や

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
︒

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
を
装
っ
た

﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
︒

�
月
�
日
︵
木
︶
か
ら
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
と
相
談
窓
口
を
開
設

﹇
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
相
談
窓
口
受

付
時
間
﹈
月
～
金
曜
の
午
前

時
～

午
後
�
時

分
︵
祝
日
は
除
く
︶

15

﹇
相
談
窓
口
開
設
場
所
﹈
江
東
区
文
化

セ
ン
タ
ー
�
階
︵
東
陽
�
︱

︱



︶

11

※
区
役
所
お
よ
び
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
は
︑
駐
車
で
き
る
台

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
な
る
べ

く
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
︒

▢問
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
(


�
�
�
)
�
�

�

﹇
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口
︵
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
︶
﹈

☎
�
�
�
�
(
�


�
)
�

�

︵
月
～
金
曜
の
午
前

時
～
午
後
�

時
︵
祝
日
は
除
く
︶
︶

児

童

手

当

▢人
日
本
に
居
住
し
て
い
る
中
学
校

卒
業
前
︵

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

15

最
初
の


月

日
ま
で
︶
の
児
童
を

31

養
育
し
て
い
る
親
ま
た
は
養
育
者

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶
﹈

○


歳
未
満
：
�
�
︑
�
�
�
円

○


歳
～
小
学
校
修
了
前
︵
第
�
子

・
第
�
子
︶
：
�
�
︑
�
�
�
円

○


歳
～
小
学
校
修
了
前
︵
第


子

以
降
︶
：
�
�
︑
�
�
�
円

○
中
学
生
︵
一
律
︶
：
�
�
︑
�
�
�

円
○
所
得
限
度
額
以
上
：
児
童
�
人
当

た
り
一
律
�
︑
�
�
�
円

※
公
務
員
の
方
︵
独
立
行
政
法
人
等

に
勤
務
の
方
を
除
く
︶
は
︑
勤
務
先

に
確
認
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

子
ど
も
医
療
費
助
成

▢人
中
学
校
卒
業
前
︵

歳
に
達
す

15

る
日
以
後
の
最
初
の



月

日
ま

31

で
︶
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

﹇
助
成
範
囲
﹈
各
種
健
康
保
険
法
の
定

め
に
よ
り
︑
医
療
機
関
等
に
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成

児
童
育
成
手
当

母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
同
様
の

家
庭
・
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
が
対
象
で
す
︒

育
成
手
当

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18

の


月

日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

31

て
い
る
方
で
︑
児
童
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
母
が
未
婚
で
出
生
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
︑
生
死
不
明

の
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
�
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
�
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
児
童
︵
障
害
の
内
容
に
よ
っ
て

は
該
当
し
な
い
場
合
あ
り
︶

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶
﹈

�
人
に
つ
き
�


︑
�
�
�
円

障
害
手
当

▢人
障
害
の
あ
る

歳
未
満
の
児
童

20

を
養
育
し
て
い
る
方
で
︑
児
童
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
身
障
手
帳
�
・
�
級
程
度
の
児
童

○
愛
の
手
帳
�
～


度
程
度
の
児
童

○
脳
性
ま
ひ
︑
進
行
性
筋
萎
縮
症
の

児
童

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶
﹈

�
人
に
つ
き
�
�
︑
�
�
�
円

児
童
扶
養
手
当

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18

の


月

日
ま
で
の
児
童
︑
ま
た
は

31

歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
を
有

20す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
︑
母

ま
た
は
養
育
者
で
︑
児
童
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
母
が
未
婚
で
出
生
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
︑
生
死
不
明

の
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
�
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
�
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
児
童
︵
障
害
の
内
容
に
よ
っ
て

は
該
当
し
な
い
場
合
あ
り
︶

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶
﹈

○
�
人
目


︑
�
�
�
～
�
�
︑
�
�
�
円

○
�
人
目

�
︑
�
�
�
円
を
加
算

○


人
目
以
降

�
人
に
つ
き


︑

�
�
�
円
を
加
算

特
別
児
童
扶
養
手
当

▢人
障
害
の
あ
る

歳
未
満
の
児
童

20

を
養
育
し
て
い
る
方
で
︑
児
童
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
身
障
手
帳
�
～


級
程
度
の
児
童

○
愛
の
手
帳
�
～


度
程
度
の
児
童

○
長
期
間
安
静
を
要
す
る
病
状
ま
た

は
精
神
の
障
害
に
よ
り
日
常
生
活

に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
児
童

﹇
手
当
額
︵
月
額
︶
﹈

○
重
度
︵
身
障
手
帳
�
・
�
級
︑
愛

の
手
帳
�
・
�
度
程
度
︶
の
児
童

�
人
に
つ
き
�

︑

�
�
円

○
中
度
︵
身
障
手
帳


級
︑
愛
の
手

帳


度
程
度
︶
の
児
童

�
人
に
つ
き




︑
�


�
円

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

▢人

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18

の


月

日
ま
で
の
児
童
︑
ま
た
は

31

歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ

20る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
︑
母
ま

た
は
養
育
者
で
︑
児
童
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
母
が
未
婚
で
出
生
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
︑
生
死
不
明

の
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
�
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
�
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
児
童
︵
障
害
の
内
容
に
よ
っ
て

は
該
当
し
な
い
場
合
あ
り
︶

﹇
助
成
範
囲
﹈
各
種
健
康
保
険
法
の
定

め
に
よ
り
︑
医
療
機
関
等
に
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
分
︵
世
帯
の
課

税
状
況
に
応
じ
そ
の
一
部
ま
た
は
全

部
︶
を
助
成
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▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

［区内共通商品券の使用はお早めに］江東区内共通商品券の使い残しはありませんか。まだ、お手元にある方は、早めにご使用ください。

▢問 江東区商店街振興組合連合会☎3645-1231、経済課商業振興係☎3647-9502

今
年
は
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
散
る

中
の
入
学
式
で
し
た
︒
緊
張
の
面
持

ち
で
入
学
し
た
こ
ど
も
た
ち
や
︑
新

た
に
社
会
人
と
な
っ
た
皆
さ
ん
も
︑

や
っ
と
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
き
た

頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

今
年
度
も
本
区
は
︑
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
︑
区
職
員
を
�
年
間

の
期
限
で
派
遣
し
て
い
ま
す
︒
今
年

度
は
岩
手
県
大
槌
町
に
新
た
に
�
名

を
派
遣
し
ま
し
た
が
︑
こ
の
職
員
た

ち
も
︑
新
し
い
仕
事
と
生
活
に
徐
々

に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
︒
こ
の
他

に
福
島
県
川
俣
町
に
引
き
続
き
�
名
︑

計
�
名
の
区
職
員
が
︑
東
北
で
復
興

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
︒
川
俣

町
へ
派
遣
し
て
い
る
職
員
は
︑
先
方

の
自
治
体
や
町
民
の
方
か
ら
の
要
望

も
あ
り
︑
同
じ
職
員
を
�
年
延
長
し

て
の
派
遣
と
な
り
ま
し
た
︒
地
域
と

密
着
し
町
民
の
信
頼
を
得
た
職
員
を

頼
も
し
く
思
い
ま
す
︒
区
職
員
の
被

災
地
派
遣
は
︑
被
災
地
の
復
興
の
た

め
と
い
う
の
が
も
ち
ろ
ん
一
番
の
理

由
で
す
が
︑
そ
こ
で
得
た
知
識
や
体

験
︑
柔
軟
な
発
想
の
積
み
重
ね
は
︑

本
区
に
戻
っ
て
か
ら
も
必
ず
生
か
さ

れ
ま
す
︒
こ
れ
は
本
区
の
危
機
管
理

の
一
環
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

こ
の
春
︑
区
職
員
の
柔
軟
な
発
想

か
ら
開
始
し
た
の
が
︑
全
国
で
初
の

﹁
江
東
湾
岸
サ
テ
ラ
イ
ト
保
育
所
﹂

で
す
︒
豊
洲
駅
に
近
い
分
園
で
お
子

さ
ん
を
預
か
り
︑
広
い
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
有
明
の
本
園
ま
で
バ
ス
で

送
迎
を
す
る
仕
組
み
で
す
︒
利
用
者

の
生
の
声
を
聞
き
︑
用
地
の
確
保
が

難
し
い
都
市
部
で
︑
保
育
待
機
児
の

解
消
の
た
め
に
考
え
つ
い
た
新
た
な

都
市
型
保
育
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
す
︒

人
口
増
が
続
く
本
区
に
お
い
て
は
︑

既
存
の
考
え
方
だ
け
で
は
な
く
︑
組

織
の
枠
を
超
え
た
柔
軟
な
発
想
は
不

可
欠
で
す
︒
私
が
発
信
し
続
け
て
い

る
﹁
チ
ー
ム
江
東
﹂
︑
そ
し
て
﹁
意
欲

・
ス
ピ
ー
ド
・
思
い
や
り
﹂
の
精
神

が
︑
区
の
職
員
に
確
実
に
浸
透
し
て

き
た
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
︒

区
職
員
に
浸
透
し
て
い
ま
す
︒

﹁
チ
ー
ム
江
東
﹂と﹁
意
欲
・
ス
ピ
ー
ド
・
思
い
や
り
﹂

森下 ※3

保育園

マイ保育園実施園(区立保育園33園)

6

2

3

4

1

5

大島第三

大島第二

大島

★わかば

★亀戸第三

亀戸第二※7

亀戸

★東陽

★辰巳第三※6

辰巳第二※5

東雲第二

東雲 ※4

★塩崎

★古石場

深川一丁目

★白河

9

8

7

★城東

★南砂第五※10

★南砂第四

南砂第三

南砂第一

東砂第四

★東砂第三

東砂第二

東砂

★亀高第二

★亀高

★小名木川第二

小名木川※9

北砂 ※8

★大島第五

大島第四

11

10

23

22

21

14

30

29

28

27

26

13

※1 ★の園は、0歳児保育を行っており、看護師が配
置されています。

※2 全園に栄養士が配置されています。
※3 平成26年6月ごろ〜平成27年度にかけて、森下3

-13-9高森公園の仮設園舎で運営する期間があ
ります。

※4 平成26年9月ごろまで、東雲2-4-10の仮設園舎
で運営しています。

※5 平成27年3月ごろまで、辰巳1-10-1の仮設園舎
で運営しています。

※6 平成27年3月ごろ(辰巳第二保育園使用後)から、
仮設園舎にて運営する期間があります。

※7 平成27年3月ごろまで、亀戸7-57-13の仮設園舎
で運営しています。

※8 平成27年3月ごろまで、北砂1-3-30の仮園舎で
運営しています。

※9 平成27年3月ごろ(北砂保育園使用後)から、新
園舎にて運営予定です。

※10 0〜2歳児までの乳児専門園です。
※上記以外にも、改築・改修工事のため、園舎を移転

している場合がありますので、ご注意ください。
その場合も、電話番号は変わりません。

○地域の子育て支援は、公設民営・私立の認可保育園
でも各園それぞれで工夫を凝らして取り組んでい
ます。内容等詳細は、電話で直接お問い合わせく
ださい。

33

32

31

12

20

19

18

17

16

15

25

24

3681-9026

3682-1461

3685-2883

3684-4386

3682-9546

3647-8458

3521-3263

3521-0369

3529-1453

3531-9575

3645-6014

3643-0593

3643-4845

3641-1198

3635-1537

電話番号

3649-2143

3649-1767

3644-1706

3648-7750

3640-6447

3648-4488

3648-0710

3648-9371

3647-9138

3647-9137

3645-6807

3647-4430

3637-0464

3685-7471

3685-9091

3685-6059

3646-7087

3649-2144

辰巳1-10-65-101

東雲2-4-4-103

東雲1-8-5-101

塩浜2-6-3

古石場2-14-1-102

深川1-6-15-101

白河1-7-1

森下3-14-6

住所

北砂5-20-10-101

北砂5-20-9-101

北砂5-20-3-101

北砂5-21-5

北砂1-1-4-101

大島4-21-3-101

大島8-12-20-101

大島6-1-6-130

大島4-1-6-130

大島5-53-1-101

大島9-7-8-101

亀戸1-24-6

亀戸7-57-8-107

亀戸6-54-2-101

東陽3-22-1-101

辰巳1-10-81-101

南砂7-9-11

南砂2-3-6-103

南砂2-3-4-101

南砂2-3-3-102

南砂4-4-1-102

東砂7-17-35-101

東砂1-5-3-101

東砂2-6-4-101

東砂2-13-2-101

区
立
保
育
園
で
は
︑
園
庭
開
放
や

子
育
て
相
談
な
ど
︑
在
宅
で
子
育
て

し
て
い
る
家
庭
を
支
援
す
る
地
域
活

動
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

さ
ら
に
︑
平
成

年
度
か
ら
︑
気

23

軽
に
悩
み
を
相
談
で
き
︑
気
軽
に
こ

ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
﹁
マ
イ
保
育
園
登
録
制
度
﹂
︵
か

か
り
つ
け
保
育
園
︶
を
導
入
し
て
い

ま
す
︒

登
録
は
簡
単
で
す
︒
実
施
園
一
覧

か
ら
�
園
選
び
︑
そ
の
園
で
登
録
用

紙
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
完
了
で

す
︒
そ
の
場
で
﹁
マ
イ
ほ
い
く
え
ん

パ
ス
ポ
ー
ト
﹂
を
お
渡
し
し
ま
す
︒

な
お
︑
登
録
園
は
�
園
の
み
で
す
が
︑

登
録
し
て
い
な
い
園
で
の
地
域
活
動

事
業
に
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
︒

登
録
に
あ
た
っ
て
は
︑
土
曜
や
朝

夕
の
登
降
園
時
な
ど
対
応
が
難
し
い

時
間
が
あ
り
ま
す
︒
丁
寧
に
説
明
を

し
た
い
の
で
︑
登
録
時
に
は
︑
事
前

に
保
育
園
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
る

と
助
か
り
ま
す
︒

﹇
登
録
で
き
る
方
﹈区
内
在
住
で
︑
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
在
宅
で
育
て
て

い
る
方

﹇
マ
イ
保
育
園
登
録
後
の
実
施
内
容
﹈

○
保
育
園
が
行
っ
て
い
る
遊
び
や
行

事
に
お
誘
い
し
ま
す
︒

○
保
育
園
か
ら
年
�
回
︑
子
育
て
に

役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
お
た
よ

り
を
送
付
し
ま
す
︒

○
子
育
て
相
談
や
栄
養
相
談
が
受
け

ら
れ
ま
す
︒

○
看
護
師
が
い
る
保
育
園
で
は
︑
保

健
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
︒

○
月
に
�
回
︑
身
長
や
体
重
の
測
定

が
で
き
ま
す
︒

○
保
育
園
の
見
学
や
参
観
が
で
き
ま

す
︒

○
年
度
末
に
︑
保
育
園
か
ら
参
加
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
︒

出
産
前
の
方
向
け
の
プ
レ
登
録

制
度平

成

年
度
か
ら
︑
出
産
前
の
方

25

の
た
め
の
﹁
プ
レ
登
録
制
度
﹂
を
導

入
し
て
い
ま
す
︒

出
産
前
の
不
安
な
こ
と
や
気
に
な

る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
︒ま

た
︑
保
育
園
で
の
こ
ど
も
の
様

国
民
年
金
は
︑
日
本
国
内
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

20

60

が
加
入
し
ま
す
︒
次
に
該
当
す
る
方

は
︑
区
民
課
年
金
係
︵
区
役
所
隣
防

災
セ
ン
タ
ー
�
階

番
︶
︑
各
出
張

20

所
で
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
︒

①
会
社
を
退
職
し
た
と
き
︵
厚
生
年

金
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
︶

②
厚
生
年
金
等
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
配
偶
者
が
︑
扶
養
か
ら
外

れ
た
と
き

③
外
国
か
ら
転
入
し
た
と
き

④
外
国
へ
転
出
し
た
と
き
︵
任
意
加

入
︶
※
区
民
課
年
金
係
で
の
み
受

付
⑤
会
社
等
に
勤
め
て
い
な
い
方
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き

⑥
年
金
に
一
度
も
加
入
し
た
こ
と
が

な
い

歳
以
上
の
方
が
国
民
年
金

20

に
加
入
す
る
と
き

※
⑤
⑥
以
外
の
届
出
は
︑
年
金
手
帳

等
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
書

類
が
必
要
で
す
︒
こ
の
ほ
か
の
必
要

添
付
書
類
は
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

ま
た
︑
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

と
き
︑
国
民
年
金
第
�
号
被
保
険
者

と
な
る
︵
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

配
偶
者
の
扶
養
に
な
る
︶
と
き
は
︑

勤
務
先
等
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
︒

届
出
を
忘
れ
る
と
︑
将
来
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

﹇
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
第
�
号
被

保
険
者
等
の
問
合
先
﹈

江
東
年
金
事
務
所
︵
亀
戸
�
︱

︱

16

�
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
区
民
課
年
金
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

地
域
の
子
育
て
力
の
向
上
を

�
月
�
日
こ
ど
も
の
日
か
ら
始
ま

る
﹁
児
童
福
祉
週
間
﹂
は
︑
こ
ど
も

や
家
庭
︑
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
︑
国
民
が
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
︑
期
間
中

は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
す
︒

区
で
は
基
本
構
想
の
な
か
で
︑

﹁
未
来
を
担
う
こ
ど
も
を
育
む
ま

ち
﹂
を
目
指
し
︑
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
環
境
作
り
を
行
っ
て
い
ま

す
︒
こ
の
機
会
に
︑
こ
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
︑
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

地
域
の
こ
ど
も
達
の
活
動
基
地

児
童
館
・
児
童
会
館
は
︑
こ
ど
も

の
た
め
の
地
域
の
遊
び
場
で
す
︒
遊

び
︑
ス
ポ
ー
ツ
・
工
作
な
ど
︑
年
齢

に
あ
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒

午
前
中
は
︑
乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
﹁
子
育
て
ひ
ろ
ば
﹂
を

実
施
し
︑
体
操
・
遊
び
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
他
︑
子
育
て
相
談
や
保
護

者
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
午
後
や
休
み
の
日
は
︑
中
学
生

ま
で
の
こ
ど
も
が
集
ま
り
︑
思
い
思

い
の
過
ご
し
方
を
し
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
高
校
生
の
た
め
の
居
場
所
づ
く

り
や
行
事
を
行
っ
て
い
る
館
も
あ
り

ま
す
︒

詳
し
く
は
各
児
童
館
・
児
童
会
館

の
お
し
ら
せ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
︑
直
接
各
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
放
課
後
支
援
課
育
成
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

子
を
実
際
に
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん

か
？
保
育
園
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
お
誘

い
し
ま
す
︒
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
︑

﹁
マ
イ
ほ
い
く
え
ん
プ
レ
登
録
カ
ー

ド
﹂
を
お
渡
し
し
ま
す
︒
出
産
後
は
︑

登
録
園
で
本
登
録
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
︒

▢問
保
育
計
画
課
運
営
指
導
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▲こども同士・保護者同士の交流が広が
ります
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産
業
交
流
展
は
︑
首
都
圏
の
中
小

企
業
の
販
路
拡
大
︑
企
業
間
連
携
を

目
的
と
し
︑
毎
秋
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
︑
国
内
最
大
級

の
展
示
会
で
す
︒

積
極
的
に
事
業
展
開
に
取
り
組
む

区
内
の
中
小
企
業
が
︑
産
業
交
流
展

を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
︑
区
が

出
展
小
間
料
を
負
担
し
ま
す
︒

販
路
の
開
拓
︑
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
の
確
保
な
ど
︑
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

﹇
開
催
日
程
﹈

月

日
︵
水
︶
～

11

19

21

日
︵
金
︶
午
前

時
～
午
後
�
時
︵
予

10

定
︶
※
搬
入
・
設
営
は
前
日

﹇
対
象
者
・
応
募
条
件
﹈
区
内
に
本
社

お
よ
び
主
た
る
事
業
所
を
有
し
︑
前

年
度
の
事
業
税
・
住
民
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
中
小
企
業
ま
た
は
中
小
企

業
団
体

﹇
募
集
事
業
所
数
﹈

社
︵
出
展
が
初

10

め
て
の
企
業
を
優
先
し
抽
選
︶

﹇
区
の
負
担
費
用
﹈
�
�
︑
�
�
�
円

︵
出
展
小
間
料
分
︶

▢締
�
月

日
︵
金
︶

30

▢申
経
済
課
産
業
振
興
係
︵
区
役
所

�
階

番
︶
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

29

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
窓
口
で
※

産
業
交
流
展
運
営
事
務
局
へ
の
出
展

申
し
込
み
は
︑
区
が
一
括
で
行
い
ま

す
︵
個
別
の
申
し
込
み
は
不
要
︶
︒

詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
�
	
�


)
�
�
�
�

�
月
～

月
は
﹁
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
﹂
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
︒

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
︑
日
差
し
が
強

く
て
気
温
が
高
く
︑
風
の
弱
い
日
に

発
生
し
ま
す
︒
原
因
は
︑
自
動
車
や

工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化

物
や
揮
発
性
有
機
化
合
物
が
︑
紫
外

線
と
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
︑
光
化

﹁
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
正
し
い
分
別

方
法
は
？
﹂
﹁
お
菓
子
の
紙
箱
は
古

紙
に
出
し
て
い
い
の
？
﹂
資
源
・
ご

み
を
分
別
す
る
と
き
に
お
悩
み
に
な

っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

﹁
リ
サ
イ
ク
ル
講
座
﹂
で
は
施
設

見
学
や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
方
の

講
義
な
ど
を
交
え
︑
﹁
資
源
・
ご
み

の
正
し
い
分
別
方
法
﹂
や
﹁
な
ぜ
リ

サ
イ
ク
ル
が
必
要
な
の
か
﹂
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
︒

資
源
・
ご
み
に
対
す
る
日
ご
ろ
の

疑
問
を
解
消
し
︑
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
る
こ
と
で
︑
気
軽

に
環
境
に
や
さ
し
い
﹁
エ
コ
﹂
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
︒

▢時

▢内
下
表
の
と
お
り

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11

▢人
全
回
参
加
で
き
る
区
内
在
住
の

方

人
︵
抽
選
︶

▢費
無
料

30▢締
�
月

日
︵
火
︶
消
印
有
効

20

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
発
生
す
る
こ
と

に
よ
り
ま
す
︒

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
︑
目
や
の
ど

の
粘
膜
を
刺
激
す
る
の
で
︑
目
が
チ

カ
チ
カ
す
る
︑
の
ど
が
痛
い
等
の
症

状
が
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

区
は
︑
都
が
発
令
す
る
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
等
を
受
け
て
︑
保
育

園
︑
小
・
中
学
校
お
よ
び
出
張
所
等

に
表
示
板
を
掲
出
し
︑
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
︒

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ら

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

○
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い

○
屋
外
で
の
運
動
は
ひ
か
え
る

○
自
動
車
の
使
用
は
ひ
か
え
る

○
目
ま
た
は
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

と
き
は
︑
洗
眼
ま
た
は
う
が
い
を

す
る

健
康
被
害
を
受
け
た
ら

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
保
健
相

談
所
等
に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ

い
︒

﹇
月
～
金
曜
の
午
前
�
時
半
～
午
後

�
時

分
﹈

15

○
江
東
区
保
健
所

☎
(
�
	
�


)
�
�
�
�

○
深
川
保
健
相
談
所

☎
(
�
	
�
�
)
�
�
�
�

○
城
東
保
健
相
談
所

☎
(
�
	
�


)
	
�
�
�

○
深
川
南
部
保
健
相
談
所

☎
(
�
	
�
�
)
�
�

�

○
城
東
南
部
保
健
相
談
所

☎
(
�
	
�
	
)
�
�
�
�

﹇
そ
の
他
の
時
間
帯
﹈

○
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

東
京
都
環
境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
︑
都
内
各
地
の
発
令
状
況
や
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
デ
ー
タ
等
を
公
開

し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
同
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

区
で
は
︑
江
東
区
海
外
リ
サ
イ
ク

ル
支
援
協
会
︵
Ｎ
Ｇ
Ｏ
︶
︑
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・

学
校
を
つ
く
る
会
︵
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
︶
と
協
働
し
︑
学
用
品
が
不
足
す

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
机
・
い
す
や
楽
器

な
ど
を
寄
贈
す
る
﹁
海
外
支
援
事

業
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

今
年
度
も
︑
区
内
の
小
中
学
校
や

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
︑
た
く
さ
ん
の

机
・
い
す
や
楽
器
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
︒
こ
れ
ら
の
机
・
い
す
を
補
修
す

る
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
︒

補
修
作
業
で
は
︑
ぞ
う
き
ん
が
け

や
さ
び
た
部
分
に
ペ
ン
キ
塗
り
を
す

る
な
ど
︑
机
・
い
す
を
き
れ
い
に
修

復
し
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
︒

﹇
作
業
日
﹈
	

月

日
︵
金
)
・

日

13

14

︵
土
︶
午
後
�

時
半
～
︵
両
日
と
も

雨
天
決
行
︶

▢場
旧
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
工
場
セ
ン
タ

ー
︵
潮
見
�
︱

�
︱

�
︶

▢集
午
後

�

時

分
に
Ｊ
Ｒ
潮
見
駅
改
札
前

20

︵
潮
見
�
︱



︱

︶
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▢申
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
︵
区
役
所

隣
防
災
セ
ン
タ
ー
	
階
�
番
︶
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
	
�


)

�
�
�

区
で
は
︑
﹁
江
東
区
公
共
建
築
物

等
に
お
け
る
木
材
利
用
推
進
方
針
﹂

を
策
定
し
︑
東
京

区
で
�
区
目
と

23

し
て
�
月
�
日
に
施
行
し
ま
し
た
︒

こ
の
方
針
は
公
共
建
築
物
に
お
け

る
木
材
利
用
の
目
標
値
を
設
定
し
︑

積
極
的
な
木
材
利
用
の
推
進
を
通
じ

て
︑
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
お

よ
び
健
全
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
︒

ま
た
︑
本
区
に
お
け
る
温
暖
化
防
止

対
策
の
一
層
の
推
進
を
展
開
す
る
こ

と
を
目
的
に
策
定
し
た
も
の
で
す
︒

区
で
は
︑
こ
れ
ま
で
も
公
共
建
築

物
に
木
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
︑

第
二
亀
戸
中
学
校
や
小
名
木
川
保
育

園
等
に
お
い
て
は
︑
外
壁
の
一
部
を

木
質
化
し
た
り
︑
内
装
に
木
材
を
多

用
す
る
な
ど
木
材
利
用
を
促
進
し
て

い
ま
す
︒

今
後
は
こ
の
方
針
に
基
づ
き
︑
公

共
建
築
物
の
新
築
・
改
築
時
に
木
材

利
用
を
原
則
︑
床
面
積
�
㎡
あ
た
り

�
・
�
�
�
㎥
以
上
使
用
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
す
︒

▢問
温
暖
化
対
策
課
環
境
調
整
係

☎
(
�
	
�


)
	
�
�
�

▢申
電
話
︑
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑

は
が
き
に
︑
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
清

135

8383

掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
︵
区
役
所
隣
防
災

セ
ン
タ
ー
	
階
�
番
︶
へ

☎
(
�
	
�


)

�
�
�

℻
(
�
	
�


)
�


�



「資源・ごみの分別

方法②」

6／19(木)18：00〜

(2時間程度)

「何故リサイクルが

必要なの？」、「資源

・ごみの分別方法①」

6／5(木)18：00〜

(2時間程度)

内容日時

7／17(木)18：00〜

(2時間程度)

施設見学(最終処分

場、リサイクル施設)

7／3(木)13：00〜

(4時間程度)

まとめ、意見交換会

今年も夏期の節電対策として、

区役所では｢管理標準｣に基づき空

調の適正管理を行います。

5／1(木)〜9／30(火)の間、室内

温度は原則28℃、職員はノーネク

タイ・ノー上着の軽装で執務を行

いますので、ご理解をお願いしま

す。ご家庭や職場でも空調の適正

管理にご協力をお願いします。

▢問 温暖化対策課環境調整係☎

3647-6124

夏 の節電対策
のため

クールビズ実施

5/1(木)〜9/30(火)
室内は28℃、ノーネクタイ・

ノー上着で執務

し
た
方
に
は
︑
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注

意
報
等
の
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す

︵
左
記
︑
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
登
録

で
き
ま
す
※
江
東
区
は
区
東
部
に
属

し
て
い
ま
す
︶
︒
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

微
小
粒
子
状
物
質︵
Ｐ
Ｍ
�
・
�
︶

情
報
を
都
の
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ

都
が
区
内
に
設
置
し
て
い
る
測
定

局
�
地
点
︵
大
島
・
亀
戸
・
辰
巳
︶

で
常
時
測
定
し
て
お
り
︑
東
京
都
環

境
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
�
時
間
ご

と
の
測
定
結
果
を
確
認
で
き
ま
す
︒

﹇
東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈

h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
k
y
o
.m
e
tr
o
.

to
k
y
o
.jp
/

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
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�
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�
�
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